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原
発
を
め
ぐ
る
被
害

の
拡
大
は
、
つ
い
に

日
本
人
の
主
食
で
あ

る
米
に
ま
で
拡
大
し
た
。

「
稲
ワ
ラ
汚
染
｣
の
肉
牛
出

荷
停
止
な
ど
、
賠
償
は
す
べ

て
東
京
電
力
と
原
発
建
設
を

推
進
し
て
き
た
東
芝
や
日

立
・
三
菱
重
工
、
そ
れ
ら
を

支
え
た
メ
ガ
バ
ン
ク
が
支
払

う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

８
月
は
じ
め
に
成
立
し
た

「
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機

構
法
｣
は
政
府
が
資
金
を
出

し
て
東
電
を
救
済
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
額
は

２
次
補
正
に
盛
り
込
ま
れ
た

も
の
だ
け
で
総
額
４
兆
円
に

も
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
国
民
の
税
金
だ
。
こ
ん

な
ふ
ざ
け
た
話
は
な
い
！
▼

電
力
会
社
や
政
府
は
「
安
全

神
話
｣
を
振
り
ま
い
て
き
た

が
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

は
そ
れ
が
ま
っ
た
く
デ
タ
ラ

メ
だ
っ
た
こ
と
を
証
明
し

た
。
う
そ
を
つ
き
続
け
、
重

大
事
故
を
引
き
お
こ
し
た
ら

政
府
に
賠
償
を
肩
代
わ
り
し

て
も
ら
う
な
ど
言
語
道
断

だ
。
東
電
は
事
実
上
経
営
破

た
ん
し
て
お
り
、
法
的
に
整

理
し
て
大
株
主
で
あ
る
三
井

住
友
銀
行
な
ど
に
責
任
を
と

ら
せ
る
べ
き
だ
▼
責
任
逃
れ

は
し
な
が
ら
財
界
・
日
本
経

団
連
は
恥
知
ら
ず
に
も
「
電

力
が
不
足
す
れ
ば
企
業
は
海

外
に
出
て
行
く
｣
な
ど
と
い

っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
厚

顔
無
恥
は
な
い
。
進
出
先
の

中
国
に
し
ろ
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
せ
よ
、
日
本
よ
り
さ
ら

に
電
力
事
情
は
悪
い
の
に
、

「
企
業
が
で
て
い
く
」
な
ど

と 〝
恫
喝
〞 
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
大
企
業
の
横
暴
と
の

た
た
か
い
は
い
よ
い
よ
重
要

に
な
っ
て
き
た
。（
吉
）
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愛
労
連
は
７
月　

日
、
名
古

31

屋
市
内
の
中
村
区
役
所
講
堂
で

第　

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

45
代
議
員
や
傍
聴
な
ど
１
８
１
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
榑
松
佐
一
議
長
が
幹

事
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

来
賓
に
は
全
労
連
か
ら
大
黒
作

治
議
長
、
農
民
連
の
中
島
義
雄

会
長
、
日
本
共
産
党
県
委
員
会

の
岩
中
正
巳
委
員
長
ら
が
駆
け

つ
け
、
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

議
案
の
提
案
で
は
吉
良
多
喜

夫
事
務
局
長
が
、
情
勢
の
変
化

に
つ
い
て
、「
東
日
本
大
震
災

以
降
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活

は
一
変
し
た
。
震
災
で
東
海
圏

も
影
響
を
受
け
た
が
、
最
低
賃

金
の
安
い
東
北
地
方
に
下
請
企

業
な
ど
を
集
中
さ
せ
た
ト
ヨ
タ

な
ど
大
企
業
の
身
勝
手
さ
が
原

因
で
も
あ
る
。
福
島
第
一
原
発

事
故
の
収
束
に
お
い
て
も
政

府
・
東
電
は
国
民
・
労
働
者
に

増
税
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
震
災
復
興
で
も
経
済
の

立
て
直
し
で
も
労
働
者
が
安
心

し
て
は
た
ら
け
る
環
境
を
一
刻

も
早
く
つ
く
り
あ
げ
る
必
要
が

あ
る
。
私
た
ち
愛
労
連
・
労
働

組
合
の
存
在
が
期
待
さ
れ
、
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。　

　

大
企
業
・
ア
メ
リ
カ
追
随
の

政
治
を
国
民
本
位
の
政
治
に
転

換
す
る
こ
と
、
職
場
・
地
域
で

要
求
前
進
の
た
め
に
全
力
を
あ

げ
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
労
働

組
合
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
る

こ
と
、
憲
法
に
基
づ
く
震
災
復

興
と
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
こ
と

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
第
１
号
か
ら
３
号

ま
で
の
議
案
な
ど
が
全
会
一
致

　
　

春
闘
の
さ
な
か
に
起
き

11
た
東
日
本
大
震
災
。
被
災
地

で
は
住
民
の
生
活
圏
を
考
慮

し
な
い
自
治
体
合
併
が
被
害

を
拡
大
し
ま
し
た
。
基
礎
自

治
体
の
重
要
性
や
公
務
労
働

の
役
割
が
あ
ら
た
め
て
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
安
全
神
話
」
を
振
り
ま

き
事
故
が
起
き
れ
ば
「
想
定

外
」
と
居
直
る
「
利
益
第
一

主
義
」
こ
そ
が
福
島
原
発
事

故
の
本
質
で
す
。
大
企
業
の

「
利
益
第
一
」
で
は
な
く
、

住
民
の
生
活
と
地
域
経
済
の

再
生
を
第
一
に
「
憲
法
に
基

づ
く
震
災
復
興
」「
原
発
ゼ

ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
」
こ
そ
が
今
、
被
災
地

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
労
連
は
こ
の
一
年
間
、

生
計
費
調
査
を
行
い
最
低
生

活
に
必
要
な
賃
金
を
明
ら
か

に
し
、
賃
金
底
上
げ
の
た
め

に
中
小
企
業
を
支
援
し
て
地

域
経
済
活
性
化
が
必
要
な
こ

と
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
長
選
・
愛
知
県

知
事
選
で
は
こ
れ
ら
の
と
り

く
み
を
も
と
に
市
民
・
県
民

の
生
活
を
守
る
政
策
を
掲

げ
、
要
求
実
現
の
先
頭
に
た

つ
候
補
者
を
推
薦
し
て
た
た

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
青
年
の
中
で
ま
と
も

な
労
働
組
合
へ
の
期
待
が
大

き
く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
職

場
で
の
労
働
条
件
の
向
上
と

地
域
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
の
権
利
・
労
働
条
件
の
改

善
を
統
一
的
に
と
り
く
む
単

産
・
地
域
労
連
の
活
動
は
多

く
の
労
働
者
と
住
民
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
た
め
」「
み
ん

な
で
た
た
か
う
」
労
働
運
動

の
役
割
、
愛
労
連
運
動
の
成

果
と
経
験
を
新
し
い
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
急

務
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
と
「
全
国
集
会
２

０
１
１
」
を
成
功
さ
せ
、
愛

労
連
運
動
の
次
代
を
担
う
仲

間
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
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愛労連議長
榑松 佐一

議長あいさつ

み
ん
な
で
た
た
か
う
愛
労
連
運

動
の
成
果
と
経
験
を
次
世
代
に

核
兵
器
全
面
禁
止
署
名
を
国
連
に
積
み
上
げ
よ
う

活発な討論・発言を受け、労働組合の存在意義を大きな世論とし、労働者全体
を視野に入れた運動を愛労連が発信していくことを参加者全体で確認。1年間の
活動を力強くすすめようと「団結ガンバロウ」をする代議員のみなさん

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
１
年
世

界
大
会
・
長
崎
が
８
月
７
日

（
日
）
か
ら
９
日
（
火
）
に
開

催
さ
れ
、
愛
知
か
ら
２
１
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

被
爆　

年
目
の
今
年
は
、
ノ

66

ー
モ
ア
広
島
・
長
崎
に
ノ
ー
モ

ア
福
島
が
加
わ
り
、
人
類
が
原

水
爆
に
加
え
て
原
発
と
も
共
存

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
両
者

を
一
刻
も
早
く
地
球
上
か
ら
な

く
し
て
ゆ
こ
う
と
の
思
い
を
固

め
あ
う
大
会
で
し
た
。

　

ド
ゥ
ア
ル
テ
国
連
軍
縮
問
題

担
当
上
級
代
表

は
、「
核
兵
器

全
面
禁
止
の
ア

ピ
ー
ル
署
名
を

国
連
に
積
み
上

げ
て
、
世
界
の

人
々
に
示
し
て

下
さ
い
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

　

私
（
田
中
）

の
参
加
し
た

「
核
兵
器
・
原

発
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
分
科

会
」
で
、
福
島

の
代
表
は
、「
原
発
は
、
据
え

置
き
型
の
核
兵
器
」
と
発
言
し

ま
し
た
。「
今
は
帰
り
た
く
て

仕
方
が
な
い
」
と
の
こ
と
ば
が

胸
に
刺
さ
っ
た
ま
ま
で
す
。

　

７
８
０
０
人
が
参
加
し
た
閉

会
総
会
の
最
後
に
は
、
海
外
代

表
も
交
え
て
あ
ふ
れ
そ
う
な
舞

台
登
壇
者
と
と
も
に
、�
勝
利

を
我
ら
に
�
を
全
体
で
熱
唱
し

ま
し
た
。
女
性
と
若
者
の
比
率

が
大
変
高
い
集
ま
り
で
、
未
来

の
明
る
さ
も
感
じ
る
集
会
で
し

た
。
市
内
は
市
電
で
移
動
し
ま

し
た
が
、
人
に
も
街
に
も
や
さ

し
い
乗
り
物
で
し
た
。

愛 労 連第1回評議員 会
　■と　き 9月17日(土)14:00から
　■ところ 労働会館東館ホール

愛 労 連 組 織 拡 大 決 起 集 会
　■と　き 9月2８日(水)18:30から
　■ところ 労働会館東館ホール

で
可
決
さ
れ
、　

名
の
新
役
員

33

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

（
詳
細
は
２
〜
４
面
）

参加者の熱気であふれた閉会総会

愛労連副議長
田中知通さん

原水爆禁止
2011世界大会

人
類
は
核 （
原
爆

原
発

） と
共
存
で
き
な
い

すべての労働者と力をあわせよう
憲法に基づく震災復興を愛労連第45回定期大愛 労 連 第 45 回 定 期 大 会会



労 連 第218号 （２）

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変えええええええええええええええええええええよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううう職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場ととととととととととととととととととととと地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域  つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくつくろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううううう平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和平和ななななななななななななななななななななな世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世な世界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界

議

長
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議
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事
務
局
長
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務
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次
長

〃
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事
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会
計
監
査

〃〃

顧

問
榑
松　

佐
一

市
川　
　

浩

伊
藤　

慎
次

小
池　

健
一

酒
井　

文
子

笹
山　

茂
晃

田
中　

知
通

谷
藤　

賢
治

吉
良
多
喜
夫

大
谷
宇
太
己

竹
内　
　

創

石
毛　

正
一

大
島　

一
三

大
橋　

宗
明

熊
沢　

一
訓

小
塚　

益
代

榊
原　

正
志

鈴
木　

弘
之

高
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正
一

竹
市　

文
雄

竹
内　

邦
彦

西
岡　

久
男

原
田　

邦
彦

平
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英
友

藤
原　

佳
子

村
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智
孝

望
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敦

若
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和
則

若
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忠
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服
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憲
司

古
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健

牧
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浩

羽
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生
協
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会
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公

自
治
労
連
愛
知
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本
部
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教
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自
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愛
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県
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部

全
労
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全
国
一
般
愛
知
地
本

女
性
協
（
愛
知
国
公
）

東
三
河
労
連

愛
知
県
医
労
連

検
数
労
連
名
古
屋
支
部

タ
ク
シ
ー
協
議
会

千
種
・
名
東
労
連

年
金
者
組
合
愛
知
県
本
部

愛
高
教

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛
知
地
方
本
部

福
祉
保
育
労

愛
知
国
公

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

生
協
労
連
愛
知
県
協
議
会

西
三
河
労
連

愛
知
国
公

金
融
ユ
ニ
オ
ン
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク

名
古
屋
中
地
域
セ
ン
タ
ー

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

愛
労
連
2
0
1
2
年
度
役
員

建交労
稲葉代議員

 「 
雇
用
と
く
ら
し
」
を
守
る
労
組
の
役
割
果
た
そ
う

【大会に寄せられたメッセージ一覧】
映画演劇労働組合連合会

全国印刷出版産業労働組合総連合会
全国金融労働組合連合会
全国検数労働組合連合

全国自動車交通労働組合総連合会
全国生協労働組合連合会
全日本建設交運一般労働組合

全日本金属情報機器労働組合 （ＪＭＩＵ）
全日本年金者組合

全労連・全国一般労働組合
特殊法人等労働組合連絡協議会
日本医療労働組合連合会
日本自治体労働組合総連合
郵政産業労働組合
秋田県労働組合総連合
石川県労働組合総連合
茨城県労働組合総連合
岡山県労働組合会議
神奈川県労働組合総連合
岐阜県労働組合総連合
埼玉県労働組合連合会
滋賀県労働組合総連合
静岡県労働組合評議会
島根県労働組合総連合
全大阪労働組合総連合
千葉県労働組合連合会
奈良県労働組合連合会
広島県労働組合総連合
北海道労働組合総連合
山口県労働組合総連合
山梨県労働組合総連合

愛知県障害者 （児） の生活と権利を守る連絡協議会
愛知県商工団体連合会
愛知県平和委員会
愛知県保険医協会

愛知県労働者学習協議会
愛知地域人権連合

愛知働くもののいのちと健康を守るセンター
愛知労働者福祉共済会理事会
愛知労働問題研究所

安保破棄・諸要求貫徹愛知県実行委員会
革新県政の会

原水爆禁止愛知県協議会
国鉄労働組合愛知県支部
国鉄労働組合名古屋地方本部
消費税をなくす愛知の会
新日本婦人の会愛知県本部
東海自治体問題研究所
道路公害反対愛知県民会議
名古屋北法律事務所

名古屋市立高等学校教員組合
名古屋第一法律事務所
名古屋法律事務所
名古屋・革新市政の会
日中友好協会愛知県連合会
日本共産党名古屋市会議員団
日本国民救援会愛知県本部

日本の食糧 ・ 農業 ・ 健康を考える愛知の会
日本ユーラシア協会愛知県連合会

平和 ・ 民主 ・ 革新の日本をめざす愛知の会
みなと公害患者と家族の会
南区公害病患者と家族の会

激励のメッセー激励のメッセージジ
ありがとうございまし　ありがとうございましたた

港地区労
幸島代議員

国
の
責
任
で
子
育
て
保
障
を

　

名
古
屋
市
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
の
待
機
児
童
が
い
る
。
営
利

企
業
を
入
れ
、
競
争
さ
せ
る
こ

と
で
保
育
が
よ
く
な
る
の
か
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
の
本
質
は
現
金
給
付
に
し

て
国
や
自
治
体
の
責
任
を
な
く

し
て
い
く
こ
と
。
国
民
の
生
活

を
権
利
に
基
づ
い
て
保
障
さ
せ

る
こ
と
を
労
組
全
体
の
と
り
く

み
と
し
て
つ
づ
け
た
い
。

通信労組
奥田代議員

Ｎ
Ｔ
Ｔ
闘
争 
の
中
で
拡
大
も

国
鉄
闘
争
雇
用
を
求
め
た
た
か
う

　

国
鉄
採
用
差
別
問
題
は
金
銭

和
解
。
物
心
両
面
に
わ
た
り
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
完
全
雇
用
を
な

し
と
げ
る
ま
で
は
、
終
わ
ら
な

い
と
い
う
認
識
。
日
航
、
社
保

庁
と
同
じ
よ
う
に
国
策
で
ク
ビ

に
。
後
押
し
し
、
さ
れ
な
が
ら

一
歩
一
歩
前
進
を
と
げ
た
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

福保労
三冨代議員

地
域
防
災
、 非
核
の
名
古
屋
港
を

　

港
で
は
震
災
・
津
波
・
防
災

が
日
々
話
題
に
。
5
月
に
地
域

防
災
で
緊
急
要
請
と
し
て
名
古

屋
港
管
理
組
合
に
要
請
書
を
出

し
た
。
地
域
要
求
を
と
り
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
。
非
核
名
古
屋

港
を
め
ざ
す
た
め
、「
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
し
米
艦
入
港
を
さ
せ

て
い
な
い
非
核
四
日
市
」
に
学

び
学
習
し
た
。
港
地
区
労
の
ブ

ロ
グ
作
成
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

労
働
者
と
連
帯
し
て
た
た
か
う

　

労
働
者
の
賃
金
が
下
が
っ
て

い
る
よ
う
に
こ
の
春
、
０
・
４

％
年
金
給
付
下
が
っ
た
。
年
金

の
シ
ス
テ
ム
は
賃
金
が
上
が
ら

な
い
と
年
金
上
が
ら
な
い
。
賃

下
げ
は
年
金
生
活
者
に
も
逆
ス

パ
イ
ラ
ル
に
な
る
。
み
ん
な
と

連
帯
し
て
い
き
た
い
。
最
低
保

障
年
金
の
確
立
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
不
服
審
査
請
求
、

年
金
者
一
揆
お
こ
な
う
。

愛教労
内田代議員

年金者組合
吉田代議員

東三河労連
藤原代議員

願
い
を
く
み
と
り
組
織
化
へ

　

２
月
に
総
が
か
り
作
戦
お
こ

な
っ
た
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

休
息
を
と
れ
て
い
な
い
こ
と
が

話
さ
れ
、
職
場
全
員
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
、
話
し
合
い
し

た
。
同
時
に
加
入
を
呼
び
か

け
、
労
組
員
が
増
え
た
。
休
息

を
と
り
た
い
と
の
要
望
書
を
出

し
認
め
ら
れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
も

生協労連
金野代議員

員
が
増
え
て
い
る
。
愛
労
連
方

針
に
掲
げ
て
ほ
し
い
。

高
裁
へ
控
訴
以
来
、
６
回
口
頭

弁
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
事
実

関
係
を
精
査
せ
よ
と
承
認
申
請

が
認
め
ら
れ
、
持
ち
帰
り
残
業

に
つ
い
て
、
妻
の
利
奈
さ
ん
が

証
言
。
９
月
５
日
、
結
審
に
な

る
予
定
に
。
署
名
を
広
げ
て
ほ

し
い
。
西
尾
市
は
去
年
、
合
併

に
な
り
、
３
町
の
職
員
に
組
合

加
入
を
よ
び
か
け
て
い
る
。

自治労連
簗瀬代議員

倉
田
公
務
裁
判
の
署
名
協
力
を

　

刈
谷
市
の
倉
田
公
務
災
害
は

要
求
実
現
と
共
済
活
動
両
輪
に

　

三
菱
派
遣
切
り
裁
判
は
結

審
。
ご
支
援
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ク
リ
ル
分
会
は
米
・
ダ
ウ
ケ

ミ
カ
ル
を
動
か
し
て
お
り
、
名

古
屋
工
場
の
問
題
は
、
国
連
の

連
帯
も
背
景
に
追
い
込
ん
で
き

た
。
仲
間
増
や
し
大
運
動
は
共

済
拡
大
の
運
動
。
団
塊
世
代
が

退
職
し
組
合
員
が
減
少
。
毎
年

共
済
は
拡
大
。
要
求
実
現
と
共

済
活
動
を
両
輪
に
組
織
化
を
。

全国一般
大戸代議員

鳥
居
裁
判
へ
引
き
続
き
支
援
を

　

鳥
居
裁
判
は
公
務
災
害
の
不

認
定
で
あ
っ
た
認
定
を
取
り
消

す
歴
史
的
地
裁
判
決
。
鳥
居
さ

ん
は
朝
か
ら
夜
ま
で
土
日
も
夏

休
み
も
部
活
動
を
や
り
、
過
労

死
認
定
基
準
の
過
重
労
働
通
知

に
基
づ
き
判
定
し
た
、
き
わ
め

て
当
た
り
前
の
判
決
。
し
か
し

控
訴
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
た

た
か
い
は
続
く
、
ご
協
力
を
。

商
工
会
と
労
組
の
懇
談　

年
ぶ
り

20

　

地
域
は
病
院
閉
鎖
等
で
大

変
。「
い
の
ち
の
山
河
」
の
上

映
を
お
こ
な
い
、
医
師
会
・
Ｊ

Ａ
な
ど
に
呼
び
か
け
後
援
を
と

り
つ
け
た
。
地
域
総
行
動
の
商

工
会
議
所
と
の
懇
談
で
は
、
労

組
の
代
表
と
話
し
合
う
の
は　
20

年
ぶ
り
と
の
こ
と
。
恒
例
の
地

引
網
の
成
功
の
た
め
に
動
い
た

組
合
員
は　

人
近
く
。
組
織
強

50

化
行
動
に
も
な
っ
て
い
る
。

千種名東労連
玉置代議員

員
会
を
つ
く
り
プ
レ
企
画
で
お

花
見
や
震
災
カ
ン
パ
活
動
な
ど

お
こ
な
っ
て
き
た
。
次
世
代
育

成
の
視
点
で
サ
マ
セ
ミ
に
青
年

全
国
労
働
組
合
総
連
合

　

議
長　

大
黒
作
治
さ
ん

農
民
運
動
愛
知
県
連
合
会

　

会
長　

中
島
義
雄
さ
ん

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会

　

委
員
長　

岩
中
正
巳
さ
ん

来賓の皆様、激励のご挨拶来賓の皆様、激励のご挨拶　
ありがとうございましありがとうございましたた

　

春
闘
再
生
概
念
の
位
置
づ
け

で
、
す
べ
て
の
職
場
が
要
求
を

だ
す
こ
と
や
リ
レ
ー
ス
ト
ラ
イ

キ
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
職
場

パ
ー
ト
に
か
わ
れ
た
。
願
い
を

く
み
と
り
、
話
し
合
い
、
要
望

を
重
ね
て
組
合
員
が
増
え
た
。

愛 労（３） 2011年08月10日

 
組
織
の
強
化
・
拡
大
と
次
世
代
育
成
に
奮
闘
を
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発
言
は
す
べ
て
方
針
を
支

持
な
い
し
は
補
強
す
る
も
の

で
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇

撤
回
闘
争
へ
の
積
極
的
な
支

援
の
強
化
、
東
日
本
大
震
災

を
受
け
て
、
地
域
で
は
防
災

計
画
の
見
直
し
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
見
直
し
な
ど
の
と
り

く
み
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
、
社
会
保
障
の
分
野
で
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
｣
の
危
険
性
や
学
童
の

公
的
責
任
を
求
め
る
た
た
か

い
、
医
療
分
野
で
は
公
的
病

院
の
維
持
、
地
域
医
療
の
充

実
の
と
り
く
み
な
ど
が
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
低
保

障
年
金
の
確
立
を
求
め
「
年

金
者
一
揆
｣
の
決
意
が
の
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

組
織
拡
大
で
は
単
産
か
ら

発
言
さ
れ
、
奮
闘
の
姿
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
当
解
雇
撤
回
闘
争
で
は

社
保
庁
の
た
た
か
い
を
は
じ

め
、
裁
判
闘
争
や
争
議
で
の

決
意
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
務
災
害
認
定
の
た
た
か

い
で
は
刈
谷
市
・
倉
田
裁
判
、

鳥
居
裁
判
が
高
裁
で
の
た
た

か
い
に
な
り
、
支
援
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
働
か
さ
れ
方
が

崩
壊
し
て
い
ま
す
。「
商
品

と
し
て
の
労
働
力
｣
は
い
ま

や
「
労
働
者
そ
の
も
の
が
商

品
｣
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、
雇
用
崩
壊
と
ど
う
た

た
か
う
か
が
労
働
組
合
に
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
と
も
な
仕
事
・
ま
と
も

な
生
活
を
め
ざ
す
活
動
を
県

内
す
み
ず
み
に
広
げ
る
と
と

も
に
、　

年
後
・　

年
後
の

10

20

愛
労
連
を
見
す
え
、
た
た
か

い
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。　
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事務局長
総括答弁 
ま
と
も
な
仕
事
・
生

ま
と
も
な
仕
事 ・ 
生
活活

め
ざ
し
た
た
た
か

め
ざ
し
た
た
た
か
いい
をを

吉良多喜夫
事務局長

６単産が組織拡大で純６単産が組織拡大で純増増
　

昨
年
の
定
期
大
会
以
降
、
組
織
拡
大
で
の
奮

闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
年
金
者
組
合
と
医
労
連

は
一
昨
年
に
続
き
3
ケ
タ
の
純
増
を
達
成
し
ま

し
た
。
他
に
も
福
保
労
、
生
協
労
連
、
東
海
法

労
、
全
印
総
連
も
純
増
で
大
会
を
迎
え
、
榑
松

議
長
よ
り
組
織
拡
大
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
闘
争 
の
中
で
拡
大
も

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「　

歳
退
職
賃
下

50

げ
再
雇
用
制
度
」
反
対
の
と
り

く
み
で
裁
判
等
た
た
か
っ
て
き

た
。
７
月
1
日
に
は
大
阪
へ
労

働
者
も
戻
せ
た
。
要
求
を
い
か

に
実
現
さ
せ
る
か
が
重
要
。
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
入
れ
、
宣
伝
な

ど
続
け
た
こ
と
が
力
に
。
全
国

的
に
見
る
と
こ
の
運
動
で
組
合

金融ユニオン
黒田代議員

解
雇
問
題
解
決
、 新
た
な
相
談
増

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
ス
タ
ー
生
命
の
解
雇

撤
回
闘
争
は
和
解
成
立
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
菱
Ｕ

自治労連
望月代議員

派
遣
法
緩
和
で
労
働
者
が 「
商
品
化
」

　

労
働
者
供
給
事
業
は
派
遣
法

に
よ
っ
て
大
き
く
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
労
働
者
が
「
商
品
」
と

な
っ
た
。
震
災
に
よ
り
愛
知
は

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
労

働
者
に
休
業
手
当
を
払
っ
て
い

な
い
。
中
外
分
会
の
た
た
か
い

の
よ
う
に
、
現
場
か
ら
事
実
を

告
発
し
、
資
本
の
論
理
を
打
破

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

建交労
田村代議員

組
織
拡
大
は
１
３
２
ヵ
月
連
続

　
　

年
に
国
立
病
院
が
独
立
行

04
政
法
人
化
さ
れ
、
賃
金
・
労
働

条
件
な
ど
役
職
員
を
除
い
て
不

利
益
を
こ
う
む
っ
た
。
裁
判
に

立
ち
上
が
っ
た
が
、
１
審
も
２

審
も
ダ
メ
、
逆
転
勝
訴
し
た

い
。
組
織
拡
大
で
は
国
立
名
古

屋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
１
３
２
ヵ

月
（　

年
間
）
毎
月
連
続
拡
大
。

11

仲
間
を
助
け
合
う
共
済
の
こ
と

を
宣
伝
し
て
い
る
。

ＪＭＩＵ
早川代議員

Ｆ
Ｊ
の
カ
ー
ド
販
売
員
４
０
０

名
雇
い
止
め
の
た
た
か
い
は
、

６
名
が
別
の
セ
ン
タ
ー
部
門
で

雇
用
存
続
に
。
名
古
屋
銀
行
で

特
定
日
を
除
く
就
業
の
時
間
を

　

分
延
長
へ
。
全
国
で
パ
ワ
ハ

30ラ
相
談
も
あ
い
つ
い
で
い
る
。

愛高教
三好代議員

公
務
の
首
切
り
容
認
で
き
な
い

　
　

年　

月
社
保
庁
廃
止
さ

09

12

れ
、
５
２
５
人
が
分
限
免
職
。

愛知国公
磯貝代議員

避
難
所
と
し
て
の
学
校
の
役
割

　

震
災
の
避
難
所
と
し
て
学
校

の
役
割
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
愛
知
は
津
波
が
来
た
ら

ど
う
す
る
か
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

れ
と
県
に
要
請
中
。
被
災
地
の

障
害
児
学
校
は
福
祉
避
難
所
と

い
う
形
で
お
年
寄
り
、
周
辺
の

福
祉
施
設
か
ら
多
く
が
非
難

し
、
寒
さ
を
し
の
ぎ
食
事
し

た
。
愛
知
は （
学
校
の
） 
人
員

が
満
杯
で
そ
う
は
な
ら
な
い
。

ＪＭＩＵ
大平代議員

愛
知
で
共
闘
会
議
を
発
足
し
、

５
月
に
愛
知
で
の
人
事
院
公
開

口
頭
審
理
行
わ
れ
た
。
審
理
で

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
当
局
が

回
避
努
力
し
て
い
な
い
こ
と
。

日
航
の
首
切
り
、
公
務
の
首
切

り
を
容
認
す
べ
き
で
は
な
い
。

学
童
保
育
の
最
低
基
準
づ
く
り
を

　

学
童
保
育
支
部
は
「
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
に

反
対
し
つ
つ
、
運
動
を
構
築
す

る
。「
学
童
保
育
所
の
最
低
基

準
づ
く
り
を
求
め
る
要
請
書
」

署
名
が
愛
知
で
も
広
が
っ
て
い

る
。
春
の
拡
大
月
間
で
は
豊
明

で
結
成
以
来
は
じ
め
て
の
拡

大
。
自
治
体
の
空
白
・
少
数
の

と
こ
ろ
で
増
え
て
い
る
。

医労連
長尾代議員

名中センター
鵜飼代議員

次
世
代
育
成
の
た
め
学
習
必
要

　

次
世
代
育
成
の
た
め
に
学
習

運
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
日
常
活
動
で
も
ニ
ュ
ー

ス
発
行
、
要
求
の
練
り
上
げ
と

提
出
な
ど
学
習
が
必
要
だ
。
名

中
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
が
減
り

公
務
が
中
心
と
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
栄
総
行
動
や
中
部
経
産

局
、
中
電
へ
の
申
し
入
れ
な
ど

し
て
い
る
。
地
域
ユ
ニ
オ
ン
の

結
成
に
向
け
て
奮
闘
し
た
い
。

千
玉

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を

　

原
発
ゼ
ロ
・
浜
岡
原
発
永
久

停
止
の
署
名
を
東
山
動
物
園
や

仲
田
ま
つ
り
で
お
こ
な
っ
た
。

子
供
連
れ
の
女
性
、
若
い
人
が

署
名
を
。
地
域
運
動
で
は
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

と
、
桜
ま
つ
り
は
大
震
災
支
援

と
し
て
地
域
商
店
街
の
み
な
さ

ん
と
お
こ
な
っ
た
。
商
店
街
の

灯
火
を
消
さ
な
い
と
り
く
み
、

香
流
川
を
き
れ
い
に
す
る
と
り

く
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。青年協

仲野特別代議員

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
成
功
へ

11
　
　

回
目
を
む
か
え
る
東
海
北

20
陸
ブ
ロ
ッ
ク
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は
民
主
団
体
と
一
緒
に
実
行
委

を
た
く
さ
ん
送
っ
て
欲
し
い
。

生協労連
野々山代議員

 〝
増
税
や
む
な
し
〞を
打
ち
破
ろ
う

　

毎
月
店
頭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

と
り
く
ん
で
い
る
が
、
増
税
や

む
な
し
の
声
が
強
ま
っ
て
い
る

の
を
実
感
。
地
震
の
時
は
「
震

災
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
今
は
、

「
赤
字
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

マ
ス
コ
ミ
の
論
調
そ
の
ま
ま
の

意
見
。
財
源
問
題
、
税
の
不
公

平
な
ど
打
ち
破
ら
な
い
と
「
増

税
や
む
な
し
」
で
流
れ
る
。

の
た
た
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引

き
出
せ
た
。
団
結
、
組
織
力
強

化
、
働
き
手
づ
く
り
を
軸
に
地

域
分
会
強
化
に
と
り
く
む
。
世

代
交
代
が
弱
っ
て
い
る
こ
と
も

含
め
、
職
場
の
共
感
を
得
る
要

求
を
ど
う
つ
く
る
か
が
大
事
。

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
今
後
の
と
り
く
み

　

陸
前
高
田
を
中
心
に
ボ
ラ
ン

愛高教
熊澤代議員

職
場
の
共
感
を
得
る
要
求
を

テ
ィ
ア
派
遣
。
現
地
職
員
は
非

正
規
含
め
１
０
３
人
が
死
亡
・

行
方
不
明
。
自
治
体
労
働
者
と

し
て
住
民
と
の
対
応
を
し
て
き

た
経
験
い
か
し
、
建
物
復
旧
な

ど
清
掃
の
人
た
ち
と
活
動
し
、

信
頼
感
も
う
ま
れ
た
。
労
働
基

本
権
回
復
は
人
権
の
問
題
。
職

場
か
ら
の
学
習
・
議
論
を
す
す

め
、
た
た
か
っ
て
い
く
。医労連

鈴木代議員

社
会
保
険
病
院
が
公
的
病
院
と
し
て
存
続

　

公
的
病
院
を
守
り
、
地
域
の

医
療
・
介
護
を
守
る
運
動
を
社

保
協
と
と
も
に
と
り
く
ん
だ
。

公
的
病
院
の
新
た
な
再
編
が
浮

上
。
国
立
病
院
、
労
災
病
院
の

整
理
・
合
理
化
検
討
委
員
会
が

福保労
寺坂代議員

グ
リ
フ
ェ
ス
は
拡
大
と
強
化
に

　

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
新
人
組
合
員
歓
迎
の
と
り
く

み
。
未
組
織
職
場
の
人
も
参
加

し
て
も
ら
い
、
組
合
加
盟
へ
。

実
行
委
員
会
形
式
で
ど
う
し
た

ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
な

ど
、
組
合
を
語
り
、
学
ん
だ
こ

と
で
組
織
強
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
と
り
く
み
を
大
切

に
、
情
勢
に
立
ち
向
か
え
る
力

を
皆
で
つ
け
て
い
き
た
い
。

青
年
の
雇
用
深
刻 ・ 
働
き
か
け
強
化
を

　

青
年
の
雇
用
問
題
厳
し
い
。

卒
業
生
の
実
態
調
査
は
、
未
就

職
者
が　

校
で
１
７
０
人
。
卒

37

業
し
、
社
会
人
の
第
一
歩
が
職

探
し
。
や
む
な
く
進
学
へ
進
路

変
更
し
た
生
徒
も
１
５
２
名
。

相
対
的
貧
困
率
は　

％
と
前
回

16

よ
り
悪
化
。
低
所
得
の
非
正
規

増
大
が
原
因
。
行
政
や
自
治
体

の
責
任
は
重
い
。
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
強
化
し
た
い
。

立
ち
上
が
っ
た
。
以
前
、
公
的

病
院
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
と

署
名
の
協
力
し
て
も
ら
っ
た

が
、
社
会
保
険
病
院
は
公
的
病

院
と
し
て
存
続
決
定
し
た
。

昼
休
み
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
不
当
解

雇
と
た
た
か
う
原
告
団
が
支

援
の
訴
え
を
お
こ
な
っ
た

4面4面へへ

賞状をうけとる医労連の鈴木代議員
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■ヨコのカギ
①中国大陸の方から吹いてくる風
④くさいものには……をする
⑥着物の丈が短い。……つるてん
⑦（失礼ながら）女３人寄れば……
⑨｢凹凸」の読み方は？
⑪天にまかせる
⑫晴れ、くもり、雨
⑭朝、いちばんに洗います
⑮地獄の……も金次第
⑰100メートル走。……受けて好記録
⑲発祥はイングランド？
�……堂々選手団の入場式

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
猛
暑
で
我
慢
は
禁
物

「
…
…
熱
中
症
」
に
ご
用
心

②
オ
ウ
ム
の
仲
間
の
鳥

③
…
…
漫
画
、
社
会
…
…

④
竹
に
は
…
…
が
あ
る

⑤
子
ど
も
は
…
…
調
節
機
能

　

が
未
熟

⑦
振
り
返
る
の
は
や
め
よ
う

⑧
エ
コ
で
…
…
カ
ー
は
自
転

　

車
⑩
印
鑑
が
な
い
と
き
は

⑪
架
空
の
藩
。
藤
沢
周
平
作

　

品
に
登
場

⑫
た
た
か
い
で
傷
を
う
け
る

⑬
「
…
…
死
に
た
ま
ふ
こ
と

　

な
か
れ
」（
与
謝
野
晶
子
）

⑭
コ
ー
ヒ
ー
は
…
…
が
命

⑯
Ｕ
…
…
禁
止
の
道
路

⑱
税
金
を
か
け
る
こ
と

⑳
1
9
6
9
年
、
人
類
が
初

　

め
て
お
り
立
っ
た
と
こ
ろ

 【解き方】 　「風」 は 「カゼ」 
または 「フウ」 と読んでく
ださい。二重ワクの7文
字をうまくならべると言
葉ができます。ヒントは
中の絵。

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か
紙面に対する感想・意見を記入の上、9月5日ま
でに愛労連（〒456-0006名古屋市熱田区沢下町
9-7労働会館東館3F）まで応募下さい。正解者
の中から、抽選で図書カードを進呈します。な
お、お寄せいただいたハガキの中から近況や感
想・氏名・組合名を紙面で紹介させていただき
ます。

クロス・漢クロス・漢字字
ワードパズワードパズルル

【
前
号
ク
イ
ズ
の
答
え
】

　

前
号
2
1
7
号
（
7
月

号
）
の
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
答
え
は
「
ナ

マ
ビ
ー
ル （
生
ビ
ー
ル
）」

で
し
た
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で　

名
の
方
に
図

10

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま

す
。

全印総連
高橋代議員

印
刷
業
界
全
体
が
縮
小 ・ 
倒
産
増

　

印
刷
業
界
は
長
引
く
不
況
と

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
で
紙
媒

体
か
ら
電
子
媒
体
へ
。
印
刷
業

界
全
体
が
縮
小
、
中
堅
の
印
刷

業
が
倒
産
。
広
告
関
係
の
会
社

も
つ
ぶ
れ
た
。
大
企
業
は
増

収
・
増
益
で
愛
知
の
中
小
の
組

合
は
２
７
０
減
っ
て
い
る
。
賃

金
未
払
い
・
社
保
に
入
っ
て
な

い
等
、
労
働
相
談
増
え
個
人
加

盟
支
部
で
団
交
や
っ
て
い
る
。

結
成
の
原
点
を
忘
れ
ず
運
動
前
進
を

　

日
々
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ

る
が
、
地
域
の
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
。
愛
労
連
、
全

労
連
が
な
ぜ
で
き
た
か
、
振
り

返
る
必
要
あ
る
。
企
業
別
組
合

を
の
り
こ
え
、
タ
テ
と
ヨ
コ
と

の
結
合
、
働
く
も
の
（
官
も
民

も
正
規
も
非
正
規
も
）
を
視
野

に
入
れ
た
と
り
く
み
。
地
域
と

単
産
と
の
結
合
を
め
ざ
し
た
活

動
を
お
願
い
し
た
い
。

西三河労連
桜井代議員

医労連
西尾代議員

看
護
協
会
が
労
働
条
件
の
改
善
に
着
手

　

大
震
災
で
東
北
地
域
は
医
師

も
看
護
師
も
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
調
査
で
は
看

護
職
員
の
７
割
が
慢
性
疲
労
、

３
人
に
１
人
が
切
迫
流
産
。
年

間　

万
人
が
離
職
。　

代
の
看

10

20

護
師
が
過
労
死
で
亡
く
な
る
。

看
護
協
会
が
う
ご
き
、
労
働
条

件
の
改
善
に
着
手
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
秋
は
地
域
に
根
ざ
し

た
キ
ャ
ラ
バ
ン
運
動
を
。自治労連

塚本代議員

ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
か
す
と
り
く
み
を

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
市
民
の
思
い

は
減
税
で
は
な
く
介
護
・
医

療
・
国
保
・
保
育
に
対
す
る
要

求
の
強
さ
が
わ
か
っ
た
。
震
災

の
教
訓
を
い
か
す
な
ら
、
高
齢

者
も
障
害
者
も
命
を
守
れ
る
町

を
ど
う
つ
く
る
か
。
大
企
業
・

財
界
優
先
の
構
造
改
革
で
は
中

小
企
業
は
守
れ
な
い
。
ア
ン
ケ

ー
ト
を
い
か
し
対
話
を
広
げ
、

次
に
い
か
す
と
り
く
み
に
。

大会では争議の早期解決を求めて
たたかう仲間の紹介をおこない、
争議団を代表して、小池さんが裁
判勝利の報告とお礼をのべた

T
op
ic

T
op
icss

東三河地域でおこなわれた第2回愛労
連セミナーは2月から7月まで毎月1回
開催し、半年間で33人が勤通大を受
講しながら学習と交流を深めた

7/9

愛知社保協が2011年度総会を開催。
講演で東北大名誉教授の日野秀逸氏は 
「復興は憲法を土台に据えこれまでに
路線を切り替えることが重要」 と強調

7/9

 「浜岡原発永久停止 ・ 廃炉を求める静岡
県大集会7.23ひまわり集会」 が静岡市
内の駿府公園でおこなわれ、 5000人参
加、 愛労連もバス2台でかけつけた

7/23

中央最低賃金審議会の目安答申 「4円」
をうけて愛知審議会に 「目安を上回る
大幅な最賃の引き上げ」 を求める早朝
宣伝行動が三の丸地域でおこなわれた

7/28

交流しながら平和を考える「三の丸平
和納涼まつり」がおこなわれ600人が
参加。会場には模擬店や平和パネル展
示があり、バンド演奏もおこなわれた

8/9

　単産・単組や地域でのとりくみを
お寄せください。しめきりは毎月４
日までに愛労連事務局必着。
　　℡ 052-871-5433(龍尾)まで

■
震
災
復
興
名
目
で
の
公
務
員

賃
金
の
強
引
な
引
き
下
げ
は
絶

対
反
対
で
す
。
も
う　

年
も
収

10

入
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
（
全
運

輸
・
清
水
宏
文
）
■
復
帰
し
て

１
ヵ
月
た
ち
ま
し
た
。
子
供
を

保
育
園
に
入
れ
て
働
い
て
い
ま

す
が
、
時
間
に
お
わ
れ
て
け
っ

こ
う
大
変
で
す
。
他
の
働
い
て

い
る
お
母
さ
ん
た
ち
を
尊
敬
し

ま
す
（
愛
知
県
済
生
会
病
院
労

組
・
深
尾
ひ
と
み
）
■
復
刊
さ

れ
た
「
原
発
ジ
プ
シ
ー
」
読
み

ま
し
た
。
最
先
端
で
あ
る
は
ず

の
技
術
の
陰
で
、
ボ
ロ
ぞ
う
き

ん
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
る
労

働
者
達
の
姿
は
今
で
も
同
じ
な

の
で
し
ょ
う
か
？
（
医
労
連
・

仁
平
久
世
）
■
７
月
の
５
日
間

宮
城
県
の
亘
理
町
の
い
ち
ご
農

家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
炊
事
が
中
心
で
す

が
、
年
寄
り
に
で
も
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
喜
ば
れ
ま

し
た
（
年
金
者
組
合
・
本
村
か

す
み
）
■
長
引
く
円
高
で
今
後

の
生
活
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
続
々
と
増
税
が
待
ち

か
ま
え
て
い
る
と
思
う
と
節
電

だ
け
で
は
…
節
水
、
節
金
？

（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
・
堀

貫
像
）
■
最
近
、
ト
イ
プ
ー
ド

ル
を
飼
い
ま
し
た
。
３
ヵ
月
の

た
め
、
し
つ
け
も
ま
ま
な
ら

ず
、
な
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ

り
余
る
パ
ワ
ー
の
た
め
、
夫
と

別
々
に
朝
夕
２
回
散
歩
に
行
き

ま
す
が
、
足
り
ず
、
耳
や
鼻
を

か
ま
れ
る
情
け
な
い
飼
い
主
で

す
（
医
労
連
・
渡
久
池
千
絵
）

■
病
院
は
、
医
師
も
集
ま
ら
な

く
て
、
経
営
も
大
変
、
患
者
さ

ん
に
も
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め

る
べ
く
、
組
合
で
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
（
名
古
屋
市

立
病
院
労
組
・
原
潤
子
）
■
３
・

　

の
大
震
災
で
の
い
ろ
い
ろ
の

11不
具
合
に
国
で
補
償
と
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
言
っ
て
い
ま
す

が
…
こ
ん
な
に
お
金
あ
る
の
で

す
か
。
全
て
と
は
言
わ
な
い
け

ど
、
増
税
な
ん
で
す
よ
ね
。
相

互
扶
助
？
な
ん
だ
か
い
ろ
い
ろ

元
気
が
出
て
き
ま
せ
ん
ね
。
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
は
よ
く
や
り

ま
し
た
。
全
部
で
何
カ
国
出
場

し
て
い
る
の
か
な
？
（
愛
高

教
・
平
松
つ
ね
子
）
■
東
日
本

大
震
災
の
時
、
本
震
の
９
秒
前

に
東
北
新
幹
線
の
全
列
車
が
自

動
的
に
減
速
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
阪
神
＆
新
潟
両
地
震
以

降
、
全
て
の
橋
、
ト
ン
ネ
ル
の

安
全
性
を
見
直
し
た
そ
う
で

す
。
地
道
に
作
り
上
げ
ら
れ
た

「
安
全
神
話
」
は
想
定
外
の
震

災
で
も
、
１
人
の
犠
牲
者
も
出

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
発
の
安

■
生
協
労
連

執
行
委
員
長
／
稲
嶋
保
之　

副

執
行
委
員
長
／
小
出
一
則　

同

／
中
西
芳
夫　

同
／
宮
垣
加
代

子　

同
／
宮
原
栄
子　

書
記
長

／
野
々
山
大
輔　

書
記
次
長
／

金
野
稔
子　

同
／
近
藤
宏
一

■
J
M
I
U

執
行
委
員
長
／
平
田
英
友　

副

執
行
委
員
長
／
小
倉
文
雄　

同

／
柘
植
照
男　

書
記
長
／
早
川

義
広

■
名
中
セ
ン
タ
ー

議
長
／
牧
野
浩　

副
議
長
／
高

木
真
一　

同
／
高
橋
美
代
子　

事
務
局
長
／
鵜
飼
邦
彦　

事
務

局
次
長
／
小
池
健
一

■
郵
産
労

執
行
委
員
長
／
藤
森
茂
里
夫　

副
執
行
委
員
長
／
坂
下
良
男　

書
記
長
／
渡
会
啓
二

■
年
金
者
組
合

執
行
委
員
長
／
吉
田
昂
弘　

副

執
行
委
員
長
／
小
室
勲　

同
／

西
岡
久
男　

同
／
茶
谷
寛
信　

同
／
荒
川
利
貴
夫　

同
／
杉
村

実
紀　

同
／
峰
野
康
子　

書
記

長
／
伊
藤
良
孝　

書
記
次
長
／

大
鶴
孝
幸　

同
／
梅
北
政
義　

同
／
藤
田
幸
夫

■
自
治
労
連

執
行
委
員
長
／
伊
藤
慎
次　

副

執
行
委
員
長
／
柳
進　

同
／
大

橋
宗
明　

同
／
長
坂
圭
造 　

同
／
林
達
也　

書
記
長
／
望
月

敦　

書
記
次
長
／
伊
藤
英
一

■
愛
労
連
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

執
行
委
員
長
／
黒
島
英
和　

副

執
行
委
員
長
／
渥
美
俊
雄　

書

記
長
／
木
村
泰
治

全
神
話
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？
（
全
司
法
・
庄
司
純

一
）

■パ臨連 「セクハラ ・ パワハラ」 問題学習会
　9月1 日 （木）19:00～ 
　労働会館本館2階会議室
■9条で平和9 ・ 3アピール行動
　9月3日 （土）13:30～
　栄公園東 （東海テレビ ・ テレピアホール西）
■後期高齢者 制度 ・ 不服審査請求提出
　9月7日 （水）12:30～
　県庁西庁舎
■国鉄＆私鉄のうたごえ祭典inなごや
　9月17 （土） ～18日 （日）
　名古屋市芸術創造センター
■第57回愛知母親大会in瀬戸
　9月18 日 （日）10:00 ～ 
　瀬戸市文化センターほか
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最
高
裁
で
勝
利
判
決

マ
ツ
ヤ
デ
ン
キ
過
労
死
事
件

　

原
告
の
小
池
友
子
さ
ん
が
報
告

　福島第一原発事故により、
被災地では「将来がんは発生
しないか」「子どもたちの健
康に悪影響が出るのではない
かと不安が広がっています。
　日常の健康管理や新たに発
生した疾病の診断と治療に
は、放射線被曝の程度や被災
後の健康状態情報が大切にな
ります。
　こうした記録を書き留めて
おく「福島第一原発事故のあ
との私の行動記録」を全日本
民医連が発行しました。
　お知り合いに被災者がみえ
る場合はご紹介ください。
 【問合せ先】　
愛労連　052-871-5433

原発事故被災者に紹介を


